
１８

新年おめでとうございます。昨年は４・５月播き

のトウモロコシには大きな台風の被害も無く，当農

場での平均乾物収量も１.８ｔ／１０ａとまずまずの年

でした。その後，宮崎では台風１４号が直撃，甚大な

被害を各地にもたらし，７・８月播きの飼料作物は

壊滅的な打撃を受けました。今更のように自然の恐

ろしさを感じると共に，品種選定や肥培管理の重要

さを感じています。

弊社では昨年から千葉・宮崎研究農場の試験規模

を充実し，本邦にあった品種を育種開発するために，

海外種苗会社との協力関係を強化してきました。ま

た，熊本や関東地方で最大の需要地である那須地区

に那須試験地を設け，各地域にあった品種開発に努

めています。これらの結果，来春よりスノーデント

１１０，１１５，１２５Ｖ，１２５（わかば）を新発売する事に

なり，今回はそれらの試験成績を含めてご紹介した

いと思います。

１．スノーデント１１０（ＬＧ３５２０）

１１０日の新系統：ＬＧ３５２０は稈長が高く，大柄で，

茎葉豊富なタイプで，特に耐倒伏性に優れた新品種

です（写真１）。従来のＤＫ５６７に比べても，支根の

発育に優れ，密植多収が狙えます。図１は北海道と

東北での一昨年の結果ですが，現在好評な他社Ａに

比べても圧倒的に倒伏の発生が少なく，ＤＫ５６７に比

べても極強である事がわかります。

耐病性は特に東北のやませ地帯で多発する煤紋病

には極強で（評点：６.２），排水不良地で発生する根

牧草と園芸　第５４号第１号（２００６年）

はじめに

雪印種苗株式会社　宮崎研究農場�

府県向け　サイレージ用トウモロコシ�
スノーデント系の新品種のご紹介�

木下　剛仁�

写真１　大柄で見栄えに優れるＬＧ３５２０
（左：ＬＧ３５２０，右：他社品種）

＝新品種のご紹介＝

０.０�
４.９� ５.４�

１００�

８０�

６０�

４０�

２０�

０�

図１　スノーデント１１０ＬＧ３５２０の耐倒伏性�
　　 （雪印種苗㈱，  ２００４）�

岩手試験地� 青森試験地� 八雲試験地�

倒
伏
（
％
）�

１１.３�

２１.５�

５３.４�

１００.０�

７１.１�

２３.７�

ＬＧ３５２０�

他社品種Ａ�
ＤＫ５６７�

表１　スノーデント１１０　ＬＧ３５２０の収量性と耐病性�

１.茎葉収量は岩手試験地（平成１６～１７年の平均値）�
２.すす紋病は接種試験で，北海道研究農場（平成１６～１７年の平均値）�
３.根腐病は北海道研究農場（平成１６年の値）�

茎葉収量�

㎏／１０ａ�

比�

％�

総体収量�

㎏／１０ａ�

比�

％�

すす紋病�

９～１�

根腐病�

％�
品種名�

１,００９�

９１４�

１１０�

１００�

１,９１８�

１,８３７�

１０５�

１００�

６.２�

５.５�

０.０�

１３.３�

ＬＧ３５２０�

他社品種Ａ�

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／ＭＡＣｐｓデータ用／雪印種苗／雪印種苗  2005.12.16 14.11.35  Page 18 



１９

腐病も認められません（表１）。 茎葉多収が特色的

で，他社Ａに比べ１割増収，総体収量でも１０５％と

なっています。

ＬＧ３５２０は東北北部～中部を中心に，関東地方ま

での高冷地にも適しています。九州等で多発するご

ま葉枯病抵抗性は中位ですので，多発地帯では旧

ＤＫ５６７をお勧め致します。最適栽植本数は７,５００

本／１０ａ，適期播種と１本立てに努めて下さい。

２．スノーデント１１５（ＳＨ４６８１）

１１５日のＳＨ４６８１は着雌穂高が低く，耐病・子実

多収が特色的です（図２）。このクラスは茎葉ボリ

ュームに優れた，見栄えのある品種が多いかと思い

ますが，本品種は雌穂が極太で，高カロリーサイレ

ージや短期栽培に最適です。写真２は今年のこのク

ラスの品種の雌穂を脱粒し，比較したものですが，

実際に脱粒すると子実水分も影響し，１割前後の増

収になります。なぜでしょうか？ この品種は牛が

食い残す芯が他社に比べて明らかに細く，粒列数が

２列程多い事が原因です（写真３）。

耐病性は関東以南で多発するごま葉枯病，東北

で多発する煤紋病に共に強く，北関東で問題になっ

ている黄化萎縮病にも抵抗性です。耐倒伏性は強レ

ベルで，従来のＤＫ７０８に比べても明らかに極強です。

その原因は着雌穂高が低いためで，ＳＨ４６８１は稈長

に対して４６％の高さに雌穂が付きますが，他社品種

はいずれも５０～５５％とかなり高い位置に実が付いて

います。

本品種の適応地帯は府県全域で，九州では子実割

合が高い事を生かし，二期作の前作として最適です。

最適栽植本数は７,０００本／１０ａ前後とヤヤ粗植にし

て，雌穂を大きくする事が栽培のポイントです。
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２０

３．スノーデント１２５V（ＳＨ３８１７）

関東・東北向け

１２５日のＳＨ３８１７は昨年，一部の地帯で限定販売を

行い，特に耐倒伏性・耐病性と子実多収が好評で，

本年より関東・東北向けに本格販売されます。ＳＨ

３８１７は従来のＤＫ７４０の煤紋病抵抗性を大幅に改善

し，冷夏でも安心して作付けできる品種です。また，

ごま葉枯病抵抗性も７.７と極強で，西南暖地で心配

な南方さび病にも抵抗性です（６.０）。気になる耐倒

伏性は，図３のように殆ど認められず，極強になっ

ており，耐倒伏性・ 耐病性共にバランスの取れた

品種です。那須での収量性は特に雌穂は１１７％と他

社Ａに比べて極多収，ＴＤＮ収量でも１１２％と極多

収になっています（表２）。

このようにＳＨ３８１７は耐病性・耐倒伏性・収量性

とバランスの取れた特性が特色的で，東北南部～関

東の平野部までに最適な品種です。残念ながらワン

ホープ乳剤には感受性で，登録が無いため，ゲザノ

ンフロアブル等で対応をお願いします。最適栽植本

数は６,５００本／１０ａです。

４．スノーデント１２５「わかば」（ＳＨ３８１５）

九州・西南暖地向け

「わかば」（写真４）は九州・西南暖地向けに開

発された新品種で，耐倒伏性・ 耐病性に優れ，ガ

サが極多収なのが特色的です。「わかば」は台風の

常襲地帯に求められる高温・多湿条件での生育や遅

播き（５～６月播き）適性にも優れています。特に

冬作のイタリアン（タチムシャ又はドライアン）と

表２　スノーデント１２５Ｖ　ＳＨ３８１７の多収性�
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２１

スーパーハヤテとの混播を収穫した跡の５月播きや

マンモスＢを利用した多回刈り体系跡地の６月播き

に最適です（図４）。

表３は昨年の５月播きの当社宮崎研究農場の成績

ですが，倒伏と病害が多発し，抵抗性が無い品種は

全滅に近い状況でした。しかし，「わかば」は耐倒

伏性と耐病性いずれにも優れ，雌穂・ＴＤＮ収量共

に他社Ａに比べて１割増でした（表３）。この原因

は不稔が少ない事，病害による 茎葉収量の低下が

少なかった事によるものです。

適応地帯は西南暖地で，最適栽植本数は６,０００

本／１０ａ前後です。本品種は茎太で茎葉多収なた

め，ガッチリ育てる事が大切です。気になるワンホ

ープ適応性は問題ありません。

１．スノーデント１１４（ＤＫ７０８）

１１４日のＤＫ７０８は特に雌穂が極多収， 耐病性に優

れています。登熟が早いため，乾物率が高い事が特

色で（図５），ムギ類やイタリアンの前作として，

短期で高カロリーサイレージに最適です。 耐病性

は煤紋病・ごま葉枯病いずれにも極強ですが，耐倒

伏性は中位で，粗植でカッチリ育てる事が大切です。

ＳＨ４６８１は倒伏多発地帯に，冷涼で登熟に不安があ

る地帯， 耐病性が問題になる地帯にはＤＫ７０８をお

勧め致します。最適栽植本数は６,５００本／１０ａ前後

です。

２．スノーデント１１８（ＤＫＣ６１-２４）

１２０日クラスのベストセラーで， 茎葉ボリューム

と見栄えに優れ，雌穂も極多収です。乾物率が高く，

他社Ａに比べ１０８％の極多収，１２０日の他社Ｂともに

比べてもヤ多収です（図６）。耐病性はごま葉枯

病・煤紋病共に極強で，耐倒伏性にも優れています。

ＤＫＣ６１-２４はハイグレインソルゴーとの混播にも最

適です。適応地帯は東北から九州まで，最適栽植本

数は６,５００本／１０ａ前後です。

３．スノーデント１２７Ｓ（ＳＨ０８００）

スノーデント１２７Ｓは上背が高く，茎太・広葉の

大柄な草姿が特色的です。特に栽培条件が良いと，

３ｍ近くにもなり，「トウモロコシでガサが欲しい」

という方々には最適です。気になる耐倒伏性ですが，

本品種は根張りに優れるため，そのレベルは極強です。

このクラスはスノーデント１２５Ｖ（ＳＨ３８１７）
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図６　スノーデント１１８ ＤＫＣ６１－２４の早熟性と多収性�
　　　（雪印種苗）�

ＤＫＣ６１－２４� 他社品種Ａ� 他社中生品種（ＲＭ１２０）�

１.平成１７年　府県４試験地の平均値である。�

２.収量比は他社品種Ａを１００としたときの収量比である。�
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写真４　大柄で茎葉ボリュームに優れる「わかば」の草姿
（左：他社品種，右：「わかば」）
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と１２５「わかば」が販売されています。これらとの

使い分けですが，東北・関東地方では，雌穂収量を

望まれる方にはＳＨ３８１７，ガサや茎葉収量を主体に

希望される方々にはＳＨ０８００が最適です。また，九

州では遅播き（５～６月播き）では耐病性に優れる

「わかば」を，宮崎や鹿児島での肉牛農家の方々が

４月播きでガサを希望される場合にはＳＨ０８００をお

勧め致します。更にＳＨ０８００は高糖分ソルゴーとの

混播にも適しています。

４．スノーデント王夏（ＳＨ９９０４）

これらスノーデントシリーズで，過去から最も耐

倒伏性に優れる品種が「王夏」で，西南暖地での二

期作栽培に適した品種です。特に支根の発達に優れ，

かなりの上位節まで多数の根が認められます（写真

５）。特に九州では４～８月播きの播種が可能で，

フルシーズンハイブリッドとして好評です。耐病性

はごま葉枯病・煤紋病・南方さび病・根腐病と，い

ずれの病害にも強い事がわかっています。「王夏」

は特に南方さび病に極強で，耐倒伏性に優れる事か

ら西南暖地でのガサを主体に希望される方々や二期

作にお勧め致します。

今回新発売する４品種を含めて，特性表を表４に

纏めました。今後の品種選定に役立てて頂ければ幸

いです。また質問がある方は農場か最寄の営業所に

お問合せ下さい。

表４　スノーデントシリーズ特性一覧表（２００６）�
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写真５　「王夏」の支根
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